
地域日本語教育に関する調査結果 

概要版 

外国人住民の状況（外国人住民統計より） 

■外国人住民人口の推移 ■主な国籍別外国人住民人口の割合（２０２３年末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■在留資格別外国人住民の割合（２０２３年末） ■区別外国人住民人口と割合（２０２３年末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■区別・在留資格別外国人住民人口（２０２３年末） 

 

※500 未満の数値は省略。省略された数値については本編を参照。 
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中国

23,810人

25.7%

韓国・朝鮮

14,651人

15.8%
ベトナム

11,833人

12.8%
フィリピン

10,273人

11.1%

ネパール

9,811人

10.6%

ブラジル

4,234人

4.6%

インドネシア

2,263人

2.4%

スリランカ

1,858人

2.0%

ミャンマー

1,619人

1.8%

米国

1,354人

1.5%
その他

10,803人

11.7%

永住者

27,545人

29.8%

専門的・技術的分野

（除特定技能）

11,766人

12.7%
留学

11,474人

12.4%

特別永住者

11,052人

11.9%
家族滞在

8,079人

8.7%

技能実習

6,208人

6.7%

定住者

5,951人

6.4%

日本人配偶者

3,863人

4.2%

特定技能

3,461人

3.7%

永住者配偶者

1,857人

2.0%

特定活動

1,090人

1.2%

その他

163人

0.2%



 

外国人住民の日本語学習に関する意向（外国人住民アンケート調査結果より） 

＜調査の概要＞ 

外国人住民の日本語学習に関する実態と意向を把握するアンケート調査を実施しました。 

 調査期間：2024 年８月 23 日～9 月 16 日 対象：3,000 人  回答者：443 人 

＜調査結果＞ 

■日本語学習の経験 ■日本語学習の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日本語を学習したい理由（複数回答） ■これから日本語を学びたい方法（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日本語を学びたい場所（複数回答） ■日本語を学びたいができない 

・学びたくない理由（複数回答） 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

現在の学習を

続けたい、

これから新しく

学びたい

66.1%

学びたいができない

18.7%

学びたくない

11.1%

無回答 4.1%
(n=443)

57.7%

52.1%

49.7%

45.5%

25.0%

15.7%

12.5%

10.1%

2.1%

3.5%

0% 20% 40% 60%

日本人と会話をしながら学ぶ

ひとりで、インターネットなどを使って

無料・安い料金の地域の日本語教室で

ひとりで、教科書やテレビなどを使って

会社や職場で

通信教育で

学費を払う日本の日本語学校で

日本人ではない人と会話をしながら学ぶ

その他

無回答

(n=376)

86.2%

67.0%

61.2%

55.6%

46.5%

38.8%

5.9%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本で生活していくために必要だから

仕事で必要だから

日本人との付き合いを広げるため

よりよい条件の仕事をさがすため

進学や勉強のため

日本語能力試験に合格するため

その他

無回答

(n=376)

82.4%

38.3%

31.4%

16.0%

14.4%

12.2%

3.7%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住んでいる場所の近く

駅の近く、電車やバスで行きやすい場所

職場や学校の近く

子どもと一緒に行くことができる場所

自動車で行きやすい場所

買い物や遊びなどに行く場所の近く

その他

無回答

(n=376)

36.4%

29.5%

15.9%

15.2%

9.1%

8.3%

7.6%

6.1%

4.5%

3.8%

3.8%

3.8%

2.3%

3.8%

15.9%

0% 10% 20% 30% 40%

仕事で忙しいため

十分に日本語ができるから

日本語教室などの時間があわないから

お金がないから

日本語教室などの場所がわからないから

出産や子育てのため

学ぶ方法がわからないから

日本語教室などが行きやすい場所にないから

ひとりで学ぶテキスト等がわからないから

日本語を使わなくても生活ができるから

日本語教室の内容などがわからないから

日本語教室に行くことがはずかしいから

日本語教室のペースについていけないから

その他

無回答

(n=132)

現在、

学んでいる

35.2%
これまでに

学んだことがあるが、

現在は学んでいない

53.0%

学んでいない、

学んだことはない

9.0%

無回答

2.7%
(n=443)



 

地域日本語教室の状況（地域日本語教室アンケート調査結果より） 

＜調査の概要＞ 

名古屋市内の日本語教室の現状と今後の意向を把握するアンケート調査を実施しました。 

調査期間：2024 年 5 月 16 日～5 月 30 日 

対象：市内日本語教室リストに掲載されている 42 教室   回答者：42 教室  

＜調査結果＞ 

■学習者数の動向 ■支援者数の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習内容・目的（複数回答） ■新しい支援者が参加したきっかけ（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開講クラス・レベル（複数回答） ■オンライン学習への対応状況（複数回答） 
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生活に必要な日本語会話

文字（ひらがな・カタカナ）

漢字

文法

読解

作文

日本語能力試験対策

ビジネス日本語

子どもの学校生活に必要や語彙や会話

子どもの学校の勉強に付随した日本語支援

日本文化や地域文化・生活習慣などの紹介

地域行事参加などの体験活動

交流パーティーなどのレクリエーション

生活に必要な情報提供・支援

その他

無回答 n=42
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「なごにほ」を見て

現支援者や当教室の関係者から紹介されて

名古屋国際センターや

愛知県国際交流協会で相談して

名古屋国際センターや愛知県国際交流協会

などのボランティア講座を受講して

チラシを見て

市国際交流課の学生ボランティア・

インターンシップ派遣事業

「ボラみみ」などのボランティア情報誌・

ウェブサイト

中部経済連合会などが実施した

ボランティアマッチング事業

その他 n=42

31 

29 

20 

16 

10 

0 10 20 30 40

初級

中級

上級

子どもクラス

その他
n=42

対応している

8

コロナ禍は対応

していたが、今

はしていない

11

していない（今

後も行う予定

はない）

14

していない（今後

検討している）

6

その他

3

(n=42)



 

ヒアリング調査結果（地域日本語教室、地域関係者等） 

＜調査の概要＞ 

日本語教育に関係する実態を把握するためヒアリング調査を実施しました。 

調査期間：2024 年６月 27 日～9 月 13 日 

対象：市内日本語教室 11 教室、外国人市民に関係する 12 機関・団体 

＜調査結果＞ 

■教室の運営面に関する意見 

・日本語教室の持続的な運営に向けた活動予算や会場の確保が難しい。 

・日本語学習支援者が不足している。 

・支援者の高齢化が懸念されている。 

・新規の支援者が定着しない。 

■学習者に関する意見 

・学習を希望する外国人市民に日本語教室の情報が十分に届いていない。 

・学習者が継続して学習することが難しい。 

■子どもの日本語教育等に関する意見 

・外国にルーツを持つ子どもについて、生活言語はできても学習言語ができず学校教育について

いけない。学校に居場所がないことで学校に通えていない。 

・親が日本語を話せない場合に周囲と子どもの親とのコミュニケーションがうまくいかない、子

どもが親の通訳になっている。 

■地域における日本語に関する困り事 

・地域におけるごみや騒音等の課題があり、外国人市民への伝え方等に困難を感じている。 

・公共施設や公的機関での行政手続等において日本語能力で困っている外国人市民が多く、職員

向けのやさしい日本語の取組の充実が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域日本語教育に関する調査結果 

名古屋市 観光文化交流局 国際交流課    公益財団法人 名古屋国際センター事業課 

TEL：052-972-3061    MAIL: a3061@kankobunkakoryu.city.nagoya.lg.jp 

http://#

